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平成 25 年度事業報告 

事業報告（総括） 
１．地域経済研究事業   
（１）自主研究事業 

①2014 年版 九州経済白書 
②九州経済調査月報 
③データ九州（九州経済調査月報付録） 
④2014 年版 図説九州経済 
⑤メールマガジン（九経調ニュースレター） 

（２）受託研究事業 
２．講演会・セミナー事業   
（１）九経調主催の講演会・セミナー等 

①九州経済白書説明会  ②九経調セミナー 
③九経調交流会     ④特別講演会 

⑤九経調参与会     ⑥アジア経済講演会 
⑦調査技法セミナー   ⑧国の機関および自治体、駐日外国公館、民間企業との意見交換会 

（２）外部主催の講演会等への講師派遣 
①九州経済白書をテーマとした外部講演 
②その他の外部講演（当会研究員が講師を務めた外部主催の講演会） 

（３）セミナー等への参加・企画協力 
３．経済図書館事業（BIZCOLI 事業）   
（１）ビジネスの最新情報・アイディアの提供 
（２）ビジネス人脈形成 
（３）スキルアップのための個室空間の提供 
（４）セミナーの開催 

①九経調イブニングセミナー         ②BIZCOLI TALK（月報報告会） 
③経営・スキルアップに関するセミナー     ④まちづくり・文化関連セミナー 

４．経済団体等支援事業   
（１）福岡経済同友会からの事務局受託 
（２）九州経済を考える懇談会の共同事務局 
（３）地域政策デザイナー養成講座の共同事務局 
（４）アジア半導体機構（ASTSA）の事務局 
（５）九州ソーラーネットワーク（SONEQ）の事務局 
（６）九州エコライフポイントの事務局 
（７）イスラム圏ビジネスネットワーク in 九州（IBnet）の事務局 
（８）専門図書館九州地区協議会の事務局 
５．社会貢献活動等   

委員会等委員派遣、大学非常勤講師派遣、テレビ・ラジオ出演、新聞・雑誌（電子版

を含む）掲載、国内会議等への参加、外部の雑誌への寄稿、国際会議等への参加、イ

ンターンシップ受入 
６．組織運営の基盤強化   
（１）会員基盤の強化 

①賛助会員    ②BIZCOLI 会員 
（２）公益財団法人としての運営組織の確立 
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１．地域経済研究事業 
 
（１）自主研究事業 

自主研究では、時宜を得たテーマを設定し、会員や地域に役立つ実践的な調査研究

を推進した。成果物は、定期刊行物等を通じて公表した。 
「九州経済白書」は、九州が長らくポテンシャルを保持し、国の成長戦略としても

注目を集める「農業」に焦点をあて、経営的視点から新たな農業ビジネスの展開を明

らかにした。白書講演会では各地とも前年を大幅に上回る集客を得た。 
「九州経済調査月報」は、テーマを設定して毎号一体性を持たせた編集を行い、誌

面のわかりやすさと見やすさを重視した質の向上に努めた。また、具体的な企業事例

を求める会員ニーズに対応して、九州への進出企業の戦略や海洋立国、九州企業のイ

ノベーションをテーマにした連載企画を開始した。 
「データ九州」は、恒例の海外進出企業リストに加えて、新たに九州の設備投資案

件と自治体予算の分析を加えた。 
「図説九州経済」は、わかりやすさを重視して地図表現を用いるように努めた。例

えば、農林水産物の産地や各地の消費特性などを地図化した。 
また、平成 12 年度より毎年 12 月に主要会員向けに配布する小冊子「新年のキーワ

ード」を、今年度も作成した。 
メールマガジンは、九州発の新ビジネスや設備投資、各地域のプロジェクトに関す

る情報提供「Kyushu Business Headline」、BIZCOLI や九経調のセミナー、図書館新

蔵書の紹介などを継続的に行っており、３月末で会員数 2,245 件（期初 1,868 件）と

増加している。 
   
①2014 年度版 九州経済白書 
 「アグリプレナーが拓く農業新時代～未来に繋がる農業経営と農業ビジネスの新しい地平～」。

平成 26（2014）年 2 月 刊行 
 

②九州経済調査月報 
5 月号 

4 月 25 日

（木） 
発行 

特 集 コミュニティのちから 
(Report) Maruya Gardens ～コミュニティと共生して新たな価値を生む商業空間 

事業者がコミュニティ形成に関わる意義  
(One Point 解説)   首都圏女性が抱く九州の観光イメージは？ 
(連 載） 九州進出 Insight② ㈱サイゼリヤ 

POS データから読み解く九州の消費② 
6 月号 

5 月 27 日

（月） 
発行 

特  集 円安と九州経済 
(Report) 円安と九州経済 ～アベノミクスによる円安が九州の産業に与える影響～ 
(講演録) 地方空港からの市場開拓 春秋航空の挑戦 
(連  載) 九州進出 Insight③ ㈱コメリ 

POS データから読み解く九州の消費③ 
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7 月号 

6 月 26 日

（水） 
発行 

特 集 九州の社会保障 
(Report) 九州における社会保障の地方単独事業 
(One Point 解説)  農業や学校で受入れが増える九州・山口の外国人 
(連  載) 九州進出 Insight④ タイムズ 24㈱ 

海からみえる九州① 「海」－その無限の可能性－ 
8 月号 

7 月 26 日

（金） 
発行 

特 集 新しい消費 
(Report) 福岡におけるライブ市場拡大の構図 ～福岡での経済効果最大化に向けて～ 
(講演録)  通販業界の現状と九州通販業の未来  
(連  載) 九州進出 Insight⑤ ケンコーコム㈱ 

海からみえる九州② 長崎県から海洋フロンティアへの挑戦 
9 月号 

8 月 29 日

（木） 
発行 

特 集 低炭素 
(Report) 動き出す九州エコライフポイント事業 
(視察報告)やりたいことが実現してしまうまち  

～韓国・ソウル市 ソンミサン・マウルのコミュニティ事業～ 
(連  載) 九州進出 Insight⑥  ㈱ＳＢＪ銀行 

海からみえる九州③ 国境海域の現状と課題 ―五島列島沖を中心に 
10 月号 

9 月 26 日

（木） 
発行 

特 集 経済見通し 
(Report) 2013 年の九州経済の見通し 
     国際リニアコライダーILC 誘致の経緯と今後の見通し 
(連  載)  価値創造の源流①→池見林産㈱ 

海からみえる九州④ 新しい海洋基本計画と九州 
11 月号 

10 月 25 日

（金） 
発行 

特 集 クルーズ誘致戦略 
(Report) 外国クルーズ客船誘致戦略の新展開  
(連 載）価値創造の源流②→夢のみずうみ村 
海からみえる九州⑤ 全国シェアの高い九州の水産業 

12 月号 
11 月 28 日

（木） 
発行 

特  集 地域交通 
(Report) 地域公共交通の持続可能性と各主体の役割について 
     九州における都市間バスサービスの新展開  
(連  載)  価値創造の源流③→㈱トワード 

海からみえる九州⑥ 火の国九州ならではの身近な海底資源 
1 月号 

12 月 26 日

（木） 
発行 

特 集 九州の新たな１年 
(Report) 2014 年九州の論点 
(講演録)  アートのあるまちづくり～国内外の創造都市の経験に学ぶ～ 
(連  載) 価値創造の源流④→㈱アイエフリバース 

海からみえる九州⑦ 海底資源の国家プロジェクトを推進する２つの研究機関 
2 月号 

1 月 30 日

（木） 
発行 

特 集 福北大都市圏 
(Report) ３大都市圏との比較からみる福北大都市圏の課題と可能性 
     世界のゲートウェイ都市と福岡 
     2014 年度九州経済の見通し 0.9％の成長を維持 
(連  載) 九州の未来力 「九州の未来力 2030」が発足 

価値創造の源流⑤→松元機工㈱ 
海からみえる九州⑧ 地元に愛される奇跡の相島真珠 

3 月号 
3 月 3 日

（月） 
発行 

特 集 ワーク・ライフ・バランス 
(Report) 原子力発電の停止が九州のマクロ経済に与えるインパクト 
     地域経済の浮沈を握るワーク・ライフ・バランス 
(One Point 解説)  製造業と非製造業で異なる海外展開の実態 
(連  載)  価値創造の源流⑥→大分ベンチャーキャピタル㈱ 
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4 月号 
3 月 27 日

（木） 
発行 

特 集 地域生活インフラ 
(Report) ‘’道守’’の果たす役割とこれまでの取組成果 
     過疎地域における生活支援のための人流・物流・福祉系サービス流の 

複合システム構築の可能性に関する検討 
     リノベーション世代による郊外の再定義 
(連  載)  価値創造の源流⑦→不二ライトメタル㈱ 

海からみえる九州⑨ 九州の’’海洋資源’’について 
 

③データ九州 （九州経済調査月報付録） 
（№1144） 九州・山口主要自治体の当初予算と発展戦略 2013 
（№1145） 九州・山口の設備投資 2013 上半期（1～6 月） 
（№1146） 九州・山口企業の海外進出 2013 
（№1147） 九州・山口の設備投資 2013 下半期（7～12 月） 

 

④2014 年版 図説九州経済 
 平成 25（2013）年 10 月 刊行 
 

⑤メールマガジン（九経調ニュースレター） 
メールマガジン配信件数     160 件 

 
（２）受託研究事業 

国や地方自治体等からの受託研究は、合計 67 件である。前年度に引き続き環境・資

源エネルギー分野の調査が多いが、再生可能エネルギー分野における産業化に関する

調査、また地域エネルギー需要長期予測など、昨年度と比べテーマが多様化している。 
もう１つの特徴は、医療・福祉分野における調査案件へ本格的に携わってきた点にあ

る。看護・介護・福祉関係の中核的人材育成のスキームを設計する文部科学省の事業

に参加しているほか、科学技術振興機構の補助金により「2030 年代をみすえた機能統

合型コミュニティ形成技術」に関する調査プロジェクトを３年間に渡り続けている。 
このように、エネルギー問題や高齢化など大テーマに即した調査を継続して行ってき

たのに加え、平成 25 年度は、近年注目されているハラル産業やクリエイティブ産業振

興に関する調査を行うなど、野心的に新分野の開拓も進めてきた。 
また、地元経済 4 団体のトップが一堂に会する「九州経済を考える政策懇談会」や、

次世代を担う地域の人材育成を目的とした九州大学セミナー「地域政策デザイナー養

成講座」支援事業など、広く地域経済に資する取り組みも継続して行った。 
地元の企業間、及び産官学をつなぐ組織の事務局業務についても、「アジア半導体機

構（ASTSA）」、「九州ソーラーネットワーク（SONEQ）」に加え、新たに九州全県が

一体となって手掛ける「九州エコライフポイント」 制度の事務局運営に取り組んでい

る。 
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景気関連では、内閣府の景気ウォッチャー調査を継続して行っているほか内閣府の地

域別支出総合指数（RDEI）の作成も引き続き行っている。 

【分野別受託研究一覧】 
（景気分析） 

1 地域ブロック別支出指標(RDEI)の作成・分析・検証業務 内閣府 

2 景気ウォッチャー調査に伴う作業（九州地域） 三菱 UFJ ﾘｻｰﾁ＆ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱（内閣府）

3 福岡県の経済データファイル」の作成に関するデータ収集・

加工、グラフ作成、編集業務 福岡県 

（地域振興） 

4 九州経済を考える懇談会 （一財）九州地域産業活性化センター 

5 沖縄県工業の構造分析業務 沖縄県工業連合会 

6 地域政策デザイナー養成講座支援事業 地域政策ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ養成講座実行委員会 

7 揮発油税等軽減措置政策効果検証調査 ㈱りゅうぎん総合研究所（沖縄県） 

8 西鉄大牟田線沿線主要駅のまちづくりビジョン支援業務 ㈱九州産業研究所（西日本鉄道㈱） 

9 対馬市全小学校区等将来人口推計業務 対馬市  

10 ひびきポートランド企業進出動向調査 ひびき灘開発㈱ 

11 九州国立博物館運営に伴う経済波及効果について 九州国立博物館ｱｼﾞｱ文化交流ｾﾝﾀｰ 

12 「地元製品街角ショールーム PR 戦略」策定に係る業務委託 北九州市 

13 地方における電力事業者の地域経済・社会との関わり調査 （一財）九州地域産業活性化センター 

14 「グリーンアジア国際戦略総合特区」事後評価に係る調査 福岡県 
（産業振興） 
①産業全般  

15 福岡市スタートアップ都市づくりに関する調査 福岡市  

16 北九州市内企業の海外収益に関する調査・分析業務 北九州市 
②電子部品・デバイス関連  

17 九州半導体・エレクトロニクス産業 新分野展開知財活用ワ

ークショップ・セミナーに係る業務 
九州半導体エレクトロニクス・イノベー

ション協議会（SIIQ) 

18 産学連携事業化シーズ調査事業 九州半導体エレクトロニクス・イノベー

ション協議会（SIIQ) 

19 九州の研究開発拠点及び企業情報調査事業 九州半導体エレクトロニクス・イノベー

ション協議会（SIIQ) 

20 スポーツ関連分野における生体センシングアプリケーション

調査 九州工業大学 

③環境・資源エネルギー 

21 地域新成長産業創出促進事業費補助金（地域新産業戦略推進

事業）」①地域新産業集積体制整備事業 九州経済産業局 

22 同上 ②プロジェクトマネジメント事業 九州経済産業局 
23 同上 ③試行的事業 九州経済産業局 
24 九州ソーラーネットワーク事務局運営 九州ｿｰﾗｰﾈｯﾄﾜｰｸ（SONEQ）事務局 

25 再生可能エネルギー分野における中小企業等の競争環境調査 九州経済産業局 

26 再生可能エネルギー産業化に向けた調査及びプラン作成に関

する業務 （一社）九州経済連合会 
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27 再生可能エネルギー等の産業化に向けた現状と可能性調査 （一財）九州地域産業活性化センター 

28 福岡県再生可能エネルギー導入等支援システムの改良作業等

に係る設計監理業務 福岡県 

29 九州版炭素マイレージ制度推進事業 大分県 

30 福岡県内における将来のｴﾈﾙｷﾞｰ需要に関する調査研究業務 福岡県 

31 農山漁村６次産業化対策事業のうち農産漁村再生可能エネル

ギー総合推進事業 農林水産省 

32 北九州市の風力発電産業に関する調査 （公財）北九州産業学術推進機構 

33 ＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 

34 宮崎県えびの市における蒸気型温泉発電事業の可能性調査 （株）三菱総合研究所（資源エネルギー

庁） 
④観光 

35 快適で高質な都心回遊空間の創出に関する調査業務 福岡市 

36 対馬・釜山における国境観光の集客可能性調査 北海道大学 

37 （厳原港社会効果促進工事）人流・物流拡大検討業務 長崎県 

38 九州アジア観光アイランド特区の評価支援業務 九州観光推進機構 
⑤農林水産・食料品 

39 北九州市立食肉ｾﾝﾀｰ経営改善策構築に向けたｺﾝｻﾙ調査 北九州市 

40 鮮魚市場経営展望策定業務 福岡市 
⑥医療・福祉 

41 看護分野の中核的専門人材育成プロジェクト （学）麻生塾（文部科学省） 

42 医療･福祉･健康分野における産学官連携教育の実践ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ （学）麻生塾（文部科学省） 

43 2030 年代をみすえた機能統合型コミュニティ形成技術 （独法）科学技術振興機構（JST） 
社会技術研究開発センター 

44 健康日本 21 福岡市計画策定支援業務 福岡市 

45 口腔機能向上プログラム策定支援業務 福岡市 

46 北九州市高齢者等実態調査業務 北九州市 

47 市町村老人クラブ連合会へのアドバイザー派遣事業 熊本県老人クラブ連合会 
⑦新産業・その他 

48 クリエイティブ関連産業の拠点・支援機能に関する調査検討

業務 福岡市 

49 ロボット導入支援センター開設イベントの事務局業務（仮称） 北九州市 

50 北九州市サービス産業レポート作成に係る委託 北九州市 
（社会資本） 

51 九州地域臨海部における投資戦略のあり方業務 九州地方整備局 

52 官民協働事業の推進に向けた方策等支援関連業務 福岡市 

53 ＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 

54 制限給水に伴う福岡市への影響検討業務 福岡市 

55 東九州自動車道開通による本県産業への影響調査 宮崎県 
（雇用・人材育成等） 

56 建設業者の就業構造等に係るアンケート調査 山口県 

57 「少子高齢化・雇用委員会」運営支援業務 （一社）九州経済連合会 

58 北九州市の障害者雇用拡大調査 北九州市 
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59 海外展開の結果を活用した企業や大学へのヒアリングと研究

会支援業務 
九州グローバル産業人材協議会（九州経

済産業局） 
（アジア戦略） 

60 九州企業の海外展開にかかる実態調査 九州経済国際化推進機構（ＫＥＩ） 

61 電子関連産業東南アジア市場展開支援事業 九州半導体エレクトロニクス・イノベー

ション協議会（SIIQ) 
62 ハラル産業振興可能性調査業務 長崎県 
（その他） 

63 筑後川水源保全計画検討専門会議運営業務 ㈳北部九州河川利用協会 

64 「い～な」ふくおかワーク・ライフ・バランスネットワーク

形成事業支援 福岡市 

65 熊本県キャラクター・くまモン・くまもとサプライズロゴ利

用申請者売上調査 熊本県 

（シンポジウム等） 

66 The 13th International Workshop on Microelectronics 
Assembling and Packaging アジア半導体機構（ASTSA) 

67 九州・国際テクノフェア 2013 セミナー支援業務 （公財）西日本産業貿易ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会 

 
 
２．講演会・セミナー事業 

九経調主催の講演会・セミナー等は、九州各地で開催する①「九州経済白書説明会」

や②「九経調セミナー」、アジアの国や特定地域をテーマにした③「アジア経済講演会」、

シンクタンク研究員を集めて開催する④「調査技法セミナー」、⑤「国の機関および自

治体、駐日外国公館等との意見交換会」を多数開催した。なお、BIZCOLI での九経調

主催セミナーは、３．経済図書館事業（BIZCOLI 事業）で別途掲載している。 
 

（１）九経調主催の講演会・セミナー等 
①九州経済白書説明会（計 12 件） 

 恒例の九州経済白書説明会を12都市で開催。参加者総数は前年比42.8％増となった。 
地  区 日  時 会  場 共催・後援機関 説明者 参加者数

福岡 ２月 21 日

（金） 
FFG ホール 
（福岡銀行本店地下） 

㈱ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 
福岡商工会議所 
㈱ＦＦＧﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 

岡野次長 294 人

北九州 ３月６日 
（木） FFG 北九州本社ビル 

㈱ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 
(一社)西日本工業倶楽部 
北九州商工会議所 
㈱ＦＦＧﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 

岡野次長 80 人 

久留米 ３月 19 日

（水） 
筑邦銀行本店 
３階大ホール 

㈱筑邦銀行 
久留米商工会議所 
㈱ちくぎん地域経済研究所 

田代部長 109 人

佐賀 ３月 10 日

（月） 佐賀銀行本店 ㈱佐賀銀行 岡野次長 39 人 

長崎 ３月７日 
（金） 

十八銀行本店 
本館 10 階会議室 

㈱十八銀行 
㈱長崎経済研究所 田代部長 90 人 
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佐世保 ３月 12 日

（水） 
FFG 佐世保ビル 
４階セミナールーム 

㈱ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 
㈱親和銀行 
佐世保商工会議所 
㈱ＦＦＧﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 

岡野次長 48 人 

熊本 ３月 14 日

（金） 

肥後銀行熊本駅前支店 
セミナールーム     

くまもと森都心プラザ 

㈱肥後銀行 
(公財)地方経済総合研究所 
熊本経済同友会 

岡野次長 80 人 

大分 ３月 26 日

（水） 
大分銀行 
赤レンガ館２F ホール 

㈱大分銀行 
㈱大銀経済経営研究所 田代部長 102 人

宮崎 ３月 20 日

（木） 宮崎観光ホテル ㈱宮崎銀行 
(一財)みやぎん経済研究所 岡野次長 112 人

鹿児島 ３月 17 日

（月） 
鹿児島銀行 
本店別館ホール 

㈱鹿児島銀行 
㈱鹿児島経済研究所 岡野次長 76 人 

沖縄 ３月４日 
（火） 

ナハテラス 
３F アダン 

㈱沖縄銀行 
㈱おきぎん経済研究所 岡野次長 83 人 

山口 ３月５日 
（水） 

シーモールパレス 
ダイヤモンドの間 

㈱山口銀行 
(一財)山口経済研究所 田代部長 72 人 

注）2014 年版九州経済白書「「アグリプレナーが拓く農業新時代～未来に繋がる農業経営と農業
ビジネスの新しい地平～」 

 
②九経調セミナー（計 3 件） 

 平成 24 年度より開始した福岡以外の各地での会員向けセミナー。平成 25 年度は 3
カ所で開催した。 

日 程 テーマ 講 師 参加者数

8 月 30 日

（金） 

九経調セミナーin 宮崎 
「南/北九州 明暗分ける消費動向の背景」 
「観光客の目から見た宮崎県の観光と公共交通」 

 
片山次長、 
大谷主任研究員 

27 人

11 月 21 日 
（木） 

九経調セミナーin 松浦 
「九州経済調査協会とは」 
「松浦におけるハラルビジネス参入の可能性」 
「小学校区別にみた松浦市の将来人口」 

田代部長、大石調査役 
松嶋研究主査 
島田研究主査 

58 人

12 月 13 日 
（金） 

九経調セミナーin 佐賀 
「民間提案制度を活用した PFI 市場への参入手法」

「外国クルーズ客船誘致戦略の新展開」 

北崎朋希 ㈱野村総

合研究所主任研究員、

上田研究員 
48 人

注）自主研究・事業基金を活用した事業 

 
③九経調交流会（計 1 件） 

アジア、外交、安全保障をテーマに、作家・外交ジャーナリストとして活躍される手

嶋龍一氏を招いて開催した。 
日 程 テーマ 講 師 参加者数 

2 月 25 日

（火） 

「アジアの深層」を読み解く〜外

交・安全保障の視点から⾒るアジア

の経済連携 

手嶋龍一 作家・外交ジャーナリスト 
納富昌子 RKB 毎日放送㈱メディア

事業局専門局長 
189 人
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④特別講演会（計 1 件） 
幹事会に先立ち、特別講演会を実施した。講師には、内閣府経済財政諮問会議民間議

員で㈱日本総合研究所理事長の高橋進氏を招いた。 
日 程 テーマ 講 師 参加者数 

11 月 22 日

（金） 
我が国の進むべき針路 
～アベノミクスの評価と展望 

高橋進 ㈱日本総合研究所 理事長 
内閣府経済財政諮問会議民間議員 150 人

 
⑤九経調参与会（計 1 件） 

全国的に進むインフラの老朽化をテーマに取り上げ、活発な議論を行った。 
日 程 テーマ 講 師 参加者数 

1 月 31 日

（金） 

老朽化が進むインフラ～リスク回避

と安全確保に向けて 
髙木千太郎（公財）東京都道路整備保

全公社アセットマネジメント推進室長 
11 人

道路の老朽化について 喜安和秀 九州地方整備局道路部長 

 
⑥アジア経済講演会（計 1 件） 

平成 25 年度は、オリンピック招致を東京と争い関心が高まっていたトルコをテーマと

した。 
日 程 テーマ 講 師 参加者数 

9 月 26 日

（木） 転換期のトルコ政治経済 間 寧（はざまやすし） ジェトロ・アジア経済

研究所地域研究センター中東研究グループ長 38 人

 
⑦調査技法セミナー（計 1 件） 

平成 25 年度は、ＧＩＳ（地理情報システム）の活用を主要テーマとして開催した。 
日 程 内容 講師 

8 月 7 日 
（水） 

ＧＩＳ活用事例・操作実習 藤春兼久氏 ESRI ジャパン㈱ 

8 月 8 日 
（木） 

次世代統計利用システム 小栁研究員 

自由討論 岡野次長 

注 1）参加機関： ㈱ふくおかフィナンシャルグループ、㈱北九州経済研究所、㈱ちくぎん地域

経済研究所、㈱長崎経済研究所、㈱大銀経済経営研究所、（一財）みやぎん経済研究所、㈱

鹿児島経済研究所、（一財）山口経済研究所 
注 2）自主研究・事業基金を活用した事業 
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⑧国の機関および自治体、駐日外国公館、民間企業との意見交換会（計 13 件） 
日 程 会合名 テーマ 講 師 

5 月 28 日

（火） 
㈱肥後銀行福岡地区社員との

意見交換会 アジア最前線～九州のグローバル戦略 加峯次長 

6 月 3 日 
（月） 

長崎県政策企画課との意見交

換会 長崎県の政策課題 森本理事長ほか 

6 月 21 日

（金） 
九州財務局との意見交換会 南/北九州 明暗分ける消費動向の背

景 
片山次長 

6 月 24 日

（月） 
㈱西日本シティ銀行「今後の

宝の山を探そうＷＧ」 
九州の社会・経済構造といまから準備

すべきこと 南研究主査 

8 月 21 日 
（水） 

経済産業省地域経済産業政策

課との意見交換会 産業クラスター事業の現状 藤井主任研究員 

8 月 28 日 
（水） 

九州経済産業局産業部との意

見交換会 九州の農業分野での成長戦略 田代部長ほか 

8 月 28 日 
（水） 

九州管区行政評価局との意見

交換会 産業振興に関する規制について 藤井主任研究員 

10 月 2 日 
（火） 

オーストラリア大使館（東京）

との意見交換会 アベノミクスと九州 岡野次長 

10 月 8 日 
（火） 

国立国会図書館財政金融課と

の意見交換会 九州の道州制の動向について 能本研究主査 

10 月 24 日 
（木） 

経済財政白書講演会（福岡、

北九州） アベノミクスと九州経済 岡野次長 

11 月 20 日 
（水） 韓国領事館との意見交換会 アベノミクスが地域経済に与える影響 

九州・福岡における MICE の現状 
岡野次長 
平田主任研究員 

11 月 27 日 
（水） 九州・アジアメディア会議 第 8 回 アジア都市ジャーナリスト会

議 岡本主任研究員 

3 月 7 日 
（金） 

アメリカ領事館との意見交換

会 アベノミクスと九州経済 岡野次長 
小柳研究員 

  
（２）外部主催の講演会等への講師派遣 

外部主催の講演会に、当会研究員を講師として派遣する事業を行っている。平成 25 年

度は、九州経済白書関連の外部講演を 24 件、その他テーマでの外部講演を 74 件行った。 
 

①九州経済白書をテーマとした外部講演（計 24 件） 
  ＊講師派遣先リストは、巻末に掲載。 

講師派遣先（依頼元）
○依頼元：行政、議会 
鹿児島県議会海外経済交流促進等特別委員会 

 
○依頼元：民間、団体 
（公社）日本証券アナリスト協会、（一社）福岡銀行協会、福岡県弁護士会、九州電力㈱東京支社、福

岡商工会議所、（公益）九州生産性本部、㈱西日本新聞社・qBiz、博多ロータリークラブ、（公財）日本

関税協会門司支部、㈱オービック、日本港湾物流学会九州部会、㈱ジェムコ日本経営、旭化成アミダス㈱

福岡支店、北九州商工会議所、日本経営診断学会九州部会、（一社）日本電機工業会、東アジア学会、（公

社）北九州貿易協会、㈱福岡銀行、総合メディカル㈱ 
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②その他の外部講演（当会研究員が講師を務めた外部主催の講演会）（計 74 件） 
  ＊講師派遣先リストは、巻末に掲載。 

講師派遣先（依頼元）
○依頼元：行政 
福岡県、熊本県、宮崎県、北九州市、佐賀県、九州経済産業局、国立国会図書館関西館 

 
○依頼元：大学 
中京大学、九州大学、九州工業大学、近畿大学、中村学園大学、北海道大学、北海道大学スラブ研究セ

ンター、筑紫女学園大学、福岡国際大学、宮崎大学 
 
○依頼元：民間、団体 

UOS 九州支部会、三菱電機㈱九州支社、西日本鉄道高齢化委員会、（一社）日本鉄リサイクル工業会、

福岡商工会議所、㈱西鉄エージェンシー、（一社）Medelical Studio、日本秘書クラブ九州支部、（一社）

九州経済連合会、九州メタルワンクラブ、丸紅建材㈱九州支店、専門図書館協議会、㈱西日本新聞広告社、

㈱日立製作所九州地区日立グループ会、日本港湾協会九州地区支部連合会、九州グローバル産業人材協議

会、㈱三井住友銀行、JX 日鉱日石エネルギー㈱九州支店、明治安田生命、㈱西日本新聞社、図書館総合展

実行委員会、㈱オービック、九州ビルヂング協会・福岡ビルヂング協会、（公社）日本青年会議所、九州

電力労働組合、ナイス㈱、二木会、㈱新出光、旭化成アミダス㈱福岡支店、九州派遣業協会、九州地方総

合物流施策推進会議、北九州ヒューマンメディア財団、（一社）福岡銀行協会、全九州リネンサプライ協

会、福岡空港航空貨物協議会、㈱図書館流通センター、㈱大林組九州支店、日本観光ホスピタリティ研究

学会、（一財）運輸政策研究機構、日本弁護士連合会・九州弁護士会連合会・福岡県弁護士会、九州経済

国際化推進機構、天神クラブ、㈱福岡リアルティ、㈱西日本シティ銀行、久留米市生きがい健康づくり財

団、(公財)北九州産業学術推進機構 
 
（３）セミナー等への参加・企画協力 

当会は、産学官が開催、あるいは共催するセミナーにも主体的に関わっている。平

成 25 年度は、13 件のセミナー等への参加・企画協力を行った。 
 
協力実績（計 13 件）    ＊コーディネーターや講師、発言者としての参加を含む 

日程・場所 主催者 会合名 備考 

4 月 23 日（火） 
電気ビル共創館 
カンファレンス 

（一社）九州経済連合会 
福岡商工会議所 
福岡経済同友会 
（公財）九州経済調査協会 

クール・ジャパン九州セミナー 経 済 団 体

に よ る 共

同開催 

8 月 1 日（木） 
宮崎観光ホテル （一社）九州経済連合会 

九州地域戦略会議夏季（森本理事長が

分科会コーディネーター「九州一体と

なった企業のアジア進出」） 

企画協力 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

派遣 
8 月 1 日（木） 
下関グランド 

ホテル 
（一財）山口経済研究所 

九州・山口地方銀行調査担当部長会議 
（田代部長が講演「アジア最後のフロ

ンティア ミャンマー」） 

企画協力、

講師派遣 

8 月 29 日（木） 
アクロス福岡 

（公財）福岡アジア都市研究

所、福岡市 

平成 25 年度第 1 回都市セミナー 
（田代部長がパネリスト「都市のグロ

ーバル競争力」） 

後援、ﾊﾟﾈﾘ

ｽﾄ派遣 

9 月 25 日（水） 
西南学院大学 

国公私立大コンソーシア

ム・福岡 
平成 25 年度公開講座「九州の再生可

能エネルギーを考える」 
後援 

10 月 15 日（火） 
電気ビル共創館 
カンファレンス 

日本政策投資銀行九州支社 
（公財）九州経済調査協会 

「プロセスイノベーションによる経

営革命」横溝陽一 ㈱リガク専務取締

役（元ローソン CIO） 

共同主催 
企画協力 
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10 月 29 日（火） 
古湯温泉 ONCRI （一社）九州経済連合会 

九州地域戦略会議 
（岡野次長が講演「アベノミクスの九

州経済へのインパクト」） 

企画協力、

講師派遣 

11 月 27 日（水） 
BIZCOLI 

交流ラウンジ 

ハビタット福岡本部 
（一社）九州経済連合会 
九州経済同友会 
（公財）九州経済調査協会 
㈱九州情報リエゾン 

九州・アジアメディア会議 
第 8 回 アジア都市ジャーナリスト会

議（岡本主任研究員が英語で講演） 
 

共同開催 
講師派遣 

11 月 28 日（木） 
久留米ホテル ㈱ちくぎん地域経済研究所 

九州・山口地方銀行調査担当部長会議 
（田代部長が講演「外国クルーズ客船

誘致戦略の新展開」） 

企画協力、

講師派遣 

12 月 19 日（木） 
福岡県吉塚合同庁

舎 

福岡県 
JETRO・アジア経済研究所

JETRO 福岡 
（公財）九州経済調査協会 

福岡県－日本貿易振興機構（ジェト

ロ）連携事業（セミナー） 
（大谷主任研究員が講演「ミャンマー

における日本企業のビジネス展開」） 

共同開催 
講師派遣 

1 月 24 日（金） 
福岡県福岡西総合

庁舎 

福岡県 
JETRO・アジア経済研究所

JETRO 福岡 
（公財）九州経済調査協会 

福岡県－日本貿易振興機構（ジェト

ロ）連携事業（セミナー） 
（中川研究主査が講演「ベトナムにお

ける日本企業のビジネス展開」） 

共同開催 
講師派遣 

2 月 7 日（金） 
BIZCOLI 

セミナールーム 

（公財）九州経済調査協会 
㈱インステージ、 
㈱インスパイア 

イスラムマーケット進出セミナー～

マレーシアから 16 億人市場を見定め

る～ 

共同開催 
企画協力 

2 月 24（月） 
電気ビル共創館 
カンファレンス 

南京大学ビジネススクール、

九州大学ビジネススクール、
南京大学・QBS と九州の若手ﾋﾞ

ｼﾞﾈｽﾏﾝによる交流会実行委員会

南京大学・QBS と九州の若手ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏ

ﾝによる交流会実行委員会 
企画協力 

 
 
３．経済図書館事業（BIZCOLI 事業） 

BIZCOLI は、「九州における知の集積・交流・創造拠点」をコンセプトとしており、‘知’
を活用した人の集まる空間づくりに努めている。展示の充実とともに、多くのセミナー

を実施し、九州のビジネス拠点としての機能を高めている。 
 

（１）ビジネスの最新情報・アイディアの提供 
BIZCOLI では、業界専門書籍やマーケティング関連書籍の充実を図り、新聞記事等

のインターネットによる検索機能を強化している。さらに、企業の製品や写真、話題

のグッズを展示し、館内では Jazz、クラシックなどの音楽を流すなど、知的好奇心を

高めることに努めている。映像・商品・専門書などを組み合わせた企画展示なども行

っており、ユニークな企業の製品の発表の場にもなっている。平成 25年度においても、

企業や団体とのコラボによる展示やセミナーに力を入れた。 
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【企業・団体とのコラボ展示】（50 音順） 
企業・団体名 展示物など 

アジアフォーカス 
・福岡国際映画祭実行委員会 

広報映像、資料の展示 

宇久画廊 船坂芳助氏の絵画作品の展示 

ギャラリー風 光行洋子氏などの絵画作品の展示 

九州旅客鉄道㈱ 九州新幹線全線開通のテレビ CM（DVD）、各種資料 

九州各県 主要プロジェクト、連資料、商品の紹介 

九州経済産業局 農商工連携事業計画の認定商品の展示 

（一社）九州経済連合会 提言資料などの展示 

九州地方整備局 豪雨災害時の資料展示 

九州防衛局 国境付近の状況パネル 

九州アジア経営塾 塾生向けプログラムで利用される書籍の紹介 

九州大学 素粒子加速器の検出器（模型）、ビジネススクール推薦書籍 

経営者顕彰財団 経営者賞の受賞写真、資料の展示 

新日鉄住金㈱ 新幹線、西日本鉄道用のレール（実物断面） 

㈱ゼンリン オルテリウス「アジア図」（複写）などの展示 

㈱TVQ 九州放送 経済情報番組「ぐっ！ジョブ」登場企業の映像展示 

中村学園大学 研究成果、書籍の展示 

ＦＵＫＡ（アトリエ） 篠崎理一郎氏などの絵画作品の展示 

福岡歯科大学 研究成果の展示 

福岡女学院大学 新学部設立パネル、研究成果などの展示 

みぞえ画廊 ピカソ、ユトリロ、地元作家などの絵画作品の展示 

㈱安川電機 ロボットの模型、資料などの展示 

 
（２）ビジネス人脈形成 

交流ラウンジではセミナー終了後に名刺交換会を実施するなど人脈形成の場を提供

した。交流会をきっかけにネットワークがつながり、新たなビジネスが生まれている。

また交流ラウンジでは、商談の場として活用するなど会員相互の利用も進んでいる。 
 

（３）スキルアップのための個室空間の提供 
BIZCOLI では、スキルアップのための多様なセミナーの開催に加え、企画書作りや

資格取得の勉強などに集中できる個室（マイデスクゾーン）を提供している。 
会員の中には、マイデスクゾーンで執筆を行い、ビジネス書籍を刊行した方もいる。

また、ビジネス関連の利用にくわえ、社内昇格試験、資格試験（中小企業診断士、社

会保険労務士、TOEIC）等の自己研鑽を目的とした利用まで、幅広く活用されている。 
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（４）セミナーの開催 
自主研究・事業基金を活用した単独の自主事業として、①九経調イブニングセミナ

ー、②BIZCOLI TALK（月報報告会）の２本の定期セミナーを実施した。また会員等

との共同企画事業として、③経営・スキルアップに関するセミナー、④まちづくり・

文化関連セミナーを開催した。 
 
①九経調イブニングセミナー（計 12 回） 
日 程 テーマ 発表者 参加者数

4 月 19 日

（金） 

第 37 回【日本の航空業界の将来とＬＣ

Ｃの取り組み】 
 

王 煒 春秋航空日本㈱取締役会長／

山中唯義 ㈱ベンチャーラボ代表取締

役社長 （片山次長） 
36 人

5 月 20 日

（月） 

第 38 回【中国における日系自動車関連

企業の経営課題 ～四川一汽トヨタ長

春豊越と一汽轎車の事例から～】 

藤川昇悟 阪南大学准教授 
（田中主任研究員） 35 人

6 月 26 日

（水） 
第 39 回【アジア最後のフロンティア

ミャンマーの現在と未来】 
大谷友男 九経調主任研究員 
 31 人

7 月 23 日

（火） 

第 40 回【ベトナム・ホーチミン半導体

産業振興計画の全容とアジア半導体機

構の取り組み】 

中川敬基 九経調研究主査 
 13 人

8 月 27 日

（火） 

第 41 回【九州の港湾空港ビジョン

2013】 
 

苔口聖史 九州地方整備局港湾空港部

港湾物流・企画グループリーダー 
（岡野次長） 

59 人

9 月 19 日

（木） 
第 42 回【新たなマーケットを拓く女性

が活躍する組織づくり】 
阿部博美 Office PAZ 代表 
（案浦次長） 36 人

10 月 23 日 
（水） 

第 43 回【国連ハビタットと国際環境ビ

ジネス】 
 

星野幸代 国際連合人間居住計画（ハ

ビタット）福岡本部 本部長補佐官 
（田代部長） 

21 人

11 月 28 日 
（木） 

第 44 回【低炭素社会づくりに向けて】

1.持続可能な環境活動のためのカーボ

ンオフセットの可能性について 
2.動き出した九州エコライフポイント

事業 

 
三浦逸朗 NPO 地域環境ネットワー

ク代表理事 
徳田一憲 九経調主任研究員 

8 人

12 月 2 日 
（月） 

第 45 回【アベノミクス“第三の矢”を読

み解く～民間提案制度を活用したＰＦ

Ｉ市場への参入手法】 
（九州 PPP センターとの共催） 

北崎朋希 ㈱野村総合研究所公共経営

コンサルティング部 主任コンサルタ

ント 
（上田研究員） 

49 人

1 月 21 日 
（火） 

第 46 回【災害に強靱な地域づくり －

土地利用と災害復旧力－】 
塚原健一 九州大学アジア防災研究セ

ンター長 （田代部長） 23 人

2 月 28 日 
（金） 

第 47 回【企業×NPO のコラボ入門】 
 

古賀桃子 福岡 NPO センター 代表 
（徳田主任研究員） 25 人

3 月 17 日 
（月） 

第 48 回【太陽光発電産業の展望と重要

性を増すメンテナンスビジネス】 
1.太陽光発電産業の今後の展望とメン

テナンスビジネスの位置づけ 
2.九州企業によるメンテナンス標準化

への挑戦～（一社）太陽光発電アフ

ターメンテナンス協会の取組 

 
 
藤井 学 九経調主任研究員 
 
安部征吾 大分デバイステクノロジー

㈱ 代表取締役 

61 人

注）自主研究・事業基金を活用した事業 
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②BIZCOLI TALK（月報報告会）（計 12 回） 
日 程 テーマ 報告者 参加者数

4 月 17 日

（水） 
第 13 回【九州経済調査月報 4 月号】 
特集：九州進出 insight 

圓山和久（東急ハンズ博多店長）、南研

究主査 26 人

5 月 16 日

（木） 
第 14 回【九州経済調査月報 5 月号】 
特集：コミュニティのちから 岡野次長、南研究主査 14 人

6 月 4 日

（火） 
第 15 回【九州経済調査月報 6 月号】 
特集：円安と九州経済 

山﨑兼広（日経新聞デジタルメディア）

岡野次長、小栁研究員 36 人

7 月 2 日

（火） 
第 16 回【九州経済調査月報 7 月号】 
特集：九州の社会保障 能本研究主査、小栁研究員 13 人

8 月 6 日

（火） 
第 17 回【九州経済調査月報 8 月号】 
特集：新しい消費 片山次長、岡野次長、小栁研究員 20 人

9 月 3 日

（火） 
第 18 回【九州経済調査月報 9 月号】 
特集：低炭素社会づくり 徳田主任研究員、小栁研究員 16 人

10 月 1 日

（火） 
第 19 回【九州経済調査月報 10 月号】 
特集：経済の見通し 岡野次長、小栁研究員 14 人

11 月 5 日

（火） 
第 20 回【九州経済調査月報 11 月号】 
特集：クルーズ誘致戦略 岡野次長、上田研究員、小栁研究員 24 人

12 月 3 日

（火） 
第 21 回【九州経済調査月報 12 月号】 
特集：地域交通 

蛯谷憲治（玖珠観光バス）、南研究主査、

小栁研究員 18 人

1 月 7 日

（火） 
第 22 回【九州経済調査月報 1 月号】 
特集：九州の新たな１年 岡野次長、小栁研究員 42 人

2 月 4 日

（火） 
第 23 回【九州経済調査月報 2 月号】 
特集：福北大都市圏 南研究主査、小栁研究員 22 人

3 月 4 日

（火） 
第 24 回【九州経済調査月報 3 月号】 
特集：ワーク・ライフ・バランス 南研究主査、案浦次長、小栁研究員 14 人

注）自主研究・事業基金を活用した事業 

 
③経営・スキルアップに関するセミナー（計 15 回） 

日 程 テーマ 講 師 参加者数

4 月 25 日

（木） アイデアと成果を生む！会議術 平山猛 ㈱トライローグ 35 人

5 月 8 日

（水） わが社の技術がアジアで売れる！ 松尾稔 九州志士の会理事・技術士 16 人

5 月 22 日

（水） 『SPIDER』が切り拓くテレビの未来 有吉昌康 ㈱PTP 代表取締役社長 12 人

5 月 25 日

（土） 
アジアからの熱い風～日本人はなぜア

ジアを目指すのか？  
岡村聡㈱S&S investments 代表取締役 
田代部長 60 人

5 月 29 日

（水） 通販業界の現状と九州通販業の未来 柿尾正之 日本通信販売協会理事・主幹

研究員 42 人

7 月 12 日

（金） 
アジアからの熱い風～アジアでチャン

スをつかめ～オール九州で海外進出～

脇田勝利 ㈱ドリームマーケティング

代表取締役社長 
堀明則 Hopewill Group Ltd.代表取締

役会長 

60 人

7 月 26 日

（金） 体の中から鍛えるビジネス力 

中野修治 中村学園大学栄養科学研究

科長栄養クリニック院長 
三成由美 中村学園大学栄養科学部教

授薬膳科学研究所研究員 

28 人
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8 月 21 日

（水） 
アジアでの模倣リスクに備える～経営

に活かす知的財産戦略 羽立幸司 九州志士の会理事・弁理士 17 人

9 月 28 日

（土） 
TPP をテーマにした講演会・ディベー

ト大会 
パブリック・ディベート・フォーラム実

行委員会 15 人

10 月 24 日 
（木） 

アベノミクスの日本・九州経済へのイ

ンパクト （福岡会場） 
鹿野達史 内閣府官房審議官 
岡野次長  146人

10 月 24 日 
（木） 

アベノミクスの日本・九州経済へのイ

ンパクト （北九州会場） 
鹿野達史 内閣府官房審議官 
岡野次長  78 人

11 月 20 日 
（水） 

アジアで生産する 工場建設～現地生

産のノウハウ～ 森津一 森技術士事務所代表・技術士  10 人

2 月 26 日 
（水） 

海外で稼ぐ事例と成功の法則 
―海外進出に成功する必勝パターン 

脇田勝利 ㈱ドリームマーケティング  

代業取締役/九州志士の会理事    16 人

3 月 1 日 
（土） 

「ロボットを創る！」 
～ロボットと環境モデリング～ 

倉爪亮 九州大学大学院 
システム情報科学研究院教授  29 人

3 月 13 日 
（木） 

"しくみ"の発想法―デザイン・テクノ

ロジー・ビジネスの接点 
中村俊介 シクミスト・㈱しくみデザイ

ン代表取締役  23 人

 
④まちづくり・文化関連セミナー（計 23 回） 

日 程 テーマ 講 師 参加者数

4 月 12 日

（金） 加速器のあるまち～CERN 帰国報告 東城順治 九州大学理学研究院准教授 53 人

4 月 18 日

（木） ベトナム展の魅力 藤田励夫  
九州国立博物館保存修復室長 23 人

4 月 20 日

（土） 仕事に効く！和食のセミナー 三浦由加里 フィニッシングスクー

ル・インフィニ副校長 14 人

5 月 11 日

（土） 仕事に効く！香の秘密と香道 蜂谷幽光斎宗玄 志野流香道第二十世

家元 14 人

5 月 13 日

（月） 

＊まちセミナー「『ご当地ナンバー』の

仕掛け人が語るネーミング・イノベー

ション」  

傍士銑太 （一財）日本経済研究所 
地域未来研究センター長 40 人

5 月 30 日

（木） 
＊まちセミナー「筑後川の成り立ちと

その特性」 
今村瑞穂 ㈶筑後川水源地域対策基金 
常務理事・事務局長 15 人

6 月 1 日

（土） ベトナム音楽・トルンの奏で 小野久美子 トルン奏者 70 人

6 月 11 日

（火） 大型加速器を支える日本の技術 川越清以 九州大学理学研究院教授 
中本建志 (KEK) 135人

6 月 14 日

（金） お役に立ちます。都市高速 渡口潔  
福岡北九州高速道路公社理事長 27 人

7 月 22 日

（月） 
林弘樹監督の映画論～なぜ金魚は空を

飛んだのか 林弘樹監督 12 人

8 月 5 日

（月） 
松浦党かく戦えり～元の軍船発見とそ

の後について 
中田敦之  
松浦市教育委員会文化財課課長 19 人

8 月 20 日

（火） 『中国王朝の至宝』の魅力に迫る 市元塁 九州国立博物館学芸員 18 人

11 月 6 日 
（水） 

「御三家筆頭 尾張徳川家の至宝」の

魅力に迫る 
酒井芳司 九州国立博物館・展示課   

主任研究員 11 人

11 月 8 日 
（金） 地震のメカニズムと最新の地震予測 清水洋 九州大学大学院 理学研究院 

附属地震火山観測研究センター長  26 人
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11 月 12 日 
（火） 

アートのあるまちづくり－国内外の創

造都市の経験に学ぶ－ 
三浦宏樹 日本政策投資銀行大分事務 
所長    21 人

11 月 15 日 
（金） 

トークセッション田部光子～私と福岡

現代美術の歩み 
スピーカー 田部光子 アーチスト   
聞き手 正路佐知子 福岡市美術館学芸員  

23 人

12 月 6 日 
（金） 

ビジネスパーソンのための「口と歯」

の話～ 仕事に負けないカラダは「歯」

から 

坂上竜資 福岡歯科大学教授   
米田雅裕 福岡歯科大学教授   
勝山英明 福岡歯科大学教授   

18 人

12 月 20 日 
（金） 

「生物の謎に迫る！」～水上の妖精ア

メンボ 
平山寛之 九州大学大学院 理学研究院 
生態科学研究室   22 人

1 月 23 日 
（木） 

瞬間の記憶力―クイーンが語る"かる

たの魅力"と"勝負の極意" 

楠木早紀 競技かるた永世クイーン     

㈳全日本かるた協会 
内川信幸 九州支部長・九州かるた協会会長 

53 人

1 月 24 日 
（金） 

「人体の謎に迫る！」～脳の神秘に迫

る！～ 
岡本剛 九州大学基幹教育院／ 
大学院システム生命科学府 准教授   52 人

1 月 28 日 
（火） 

九州国立博物館「国宝 大神社展」への

誘い―日本人は"神"をどう表現してき

たのか 

楠井隆志 九州国立博物館展示課    

主任研究員  40 人

3 月 10 日 
（月） 

昭和 28 年筑後川大水害から 60 年  
－河川災害の変化と将来への課題－ 

高橋裕 東京大学名誉教授  
古賀俊行 九州地方整備局河川部長  131人

注）＊印は、自主研究・事業基金を活用した事業 

 
 
４．経済団体等支援事業 
 
（１）福岡経済同友会からの事務局 
   福岡経済同友会は、10 の委員会を設置しており、各委員会において、講演会や視察

会を実施し、委員会での議論を踏まえて提言を発信するなど、地域経済発展のために

積極的な活動を展開している。 
   また、様々な交流会を開催し、ネットワーク作りの場にもなっている。 

 
会員数   458名（期首）→ 457名（期末） 
平成25年度決算  収入 78,978千円（前期繰越収支差額を除くと66,395千円） 
         支出 65,231千円 
 

平成25年度の主な活動（九州経済同友会を含む） 

福岡経済同友会 

・「国家戦略特区（アベノミクス戦略特区）に対する要望書」提出 
・「国際リニアコライダー（ILC）計画」九州誘致活動の展開 
・「九州国際重粒子線がん治療センター視察会」開催 
・福岡市長との意見交換会 
・「北海道・夕張視察会視察会」開催 
・「タイ・カンボジア視察会」開催 
・県立高等学校、市立中学校にて出前講座開催 
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・四地域委員会を久留米市にて開催 
・公開シンポジウム「国土強靭化と福岡の役割 ～首都・本社機能の 
 バックアップ拠点としての可能性～」開催 

九州経済同友会 

・九州経済同友会大会を佐賀にて開催 
・九州はひとつ委員会にて、自由民主党道州制推進本部との意見交換会や、 

イタリア・欧州の道州制の実態についての勉強会を実施 
・九州はひとつ委員会に、道州制実現に向けたワーキンググループを設置 
・九州地域戦略会議夏季セミナー 第 1 分科会（九州における再生可能エネル

ギーの産業化）事務局運営 
・会員合同懇談会にて、再生可能エネルギーの普及と産業化の推進をテーマに

 「九州電力八丁原地熱発電所、日田市バイオマス資源化センター視察会」を

 実施 
＊その他講演会、会合など開催  上記を含む総会合数 174回(うち共催・後援 34回） 

 
（２）九州経済を考える懇談会の共同事務局 

「九州経済を考える懇談会」は、九州を代表する経済団体のトップが、九州経済の

現状・将来動向に関する重要課題について、認識の共有を図るとともに、課題解決の

方向性について議論をするものである。（一社）九州経済連合会、（一財）九州地域産

業活性化センター、（公財）九州経済調査協会の３者が共同事務局を組織して運営して

おり、当会理事長がコーディネーターを務めている。平成 22 年度からの「地域経営を

考える政策懇談会」を当初予定した 10 回を開催した後、平成 25 年 1 月から現在の名

称を変更した。平成 25 年度は、4 回開催した。 
 

開催実績（計４件） 
No 日程・場所 テーマ 

第 1 回 4 月 24 日（水） 
（一社）九州経済連合会会議室 福岡空港機能拡張について 

第 2 回 7 月 30 日（火） 
（一社）九州経済連合会会議室 MICE 振興について 

第 3 回 11 月 27 日（水） 
（一社）九州経済連合会会議室 九州における MICE の推進について 

第 4 回 2 月 24 日（月） 
（一社）九州経済連合会会議室 

クールジャパン機構（ファンド）の活用について 
「ラグビーワールドカップ 2019 日本大会」試合会場

及びキャンプ地の誘致について 

 
（３）地域政策デザイナー養成講座の共同事務局 

「地域政策デザイナー養成講座」（事務局長：谷口博文 九州大学産学連携センター

教授）は、地域の具体的な課題を把握し、国内外の情勢や近未来をとらえた広い視野

で、地域像をデザインし政策を立案できる人材を官民を問わず育て、九州地域の発展

に貢献することを目的に、平成 22 年度から開始した九州大学セミナーである。九州大

学、（一社）九州経済連合会、（一財）九州地域産業活性化センター、㈱西日本新聞社、

そして当会が実行委員会メンバーとなっており、森本理事長が理事を務めている。 
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平成 25 年度の提言書『人口減少下の新たな成長のかたち』の作成にあたり、当会の

案浦次長が企画支援、チューター、編集支援を担当した。 
 

カリキュラム 
No 日時・場所 内   容 

1 5 月 5 日（水）～6 日（木） 
休暇村志賀島（合宿） 

オリエンテーション、開講式 
講演「政策デザインの基礎」谷口博文 九州大学 教授 
講演「わが国の構造変化と地域社会」堀尾容康 九州大学 教授
ワークショップ「ファシリテーション」 

濱久人 NTT データユニバーシティ 

2 5 月 14 日（火） 
電気ビルみらいホール 

2013 年度開講記念講演 
講演「アジアダイナミズムと九州－構造変化の中での戦略的視

座」  寺島実郎 日本総合研究所 理事長 

3 5 月 25 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 

講演「アジア外交の舞台裏」 
山崎拓 自由民主党総合政策研究所長 

4 6 月 1 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 

講演「市民価値の向上とは？～いま、武雄市で起こっていること
～」樋渡啓祐 武雄市長 

セミナー「プロジェクトマネジメントの視点から見た 
報告書作成のポイント」長谷川光一 九州大学 助教

5 6 月 29 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 

講演「日本の安全保障と国際協力－アフガニスタン、韓国の経験
から」高橋礼一郎 内閣府国際平和協力本部 事務局長 

6 7 月 6 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 

講演「世界の開発課題とグローバル人財に期待される役割」 
  谷口和繁 世界銀行駐日特別代表 

7 7 月 13 日（土）～15 日（月） 
韓国・釜山 

グループワーク（施設見学 BEXCO、釜山新港開発等。政策担
当者や関係者との意見交換、ヒアリング） 

8 8 月 3 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 

講演「国際社会における日本」石井祐司 元航空自衛隊 空将補
セミナー「プレゼンテーション技法」 
     名和利治 名和コンサルティング㈱ 代表取締役 

9 8 月 17 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 

講演「老朽化と人口減少の切り札『省インフラ』への期待」
  根本祐二 東洋大学大学院 教授 
ショートプレゼンテーション「社会資本の維持管理・更新の課題」
 桒野修司 国土交通省九州地方整備局 
「地域インフラの老朽化問題（九州地域からのアプローチ）」 
 堀尾康容 九州大学 教授 
パネルディスカッション 
 根本祐二、桒野修司、塚原健一（九州大学 教授）、堀尾康容 

10 9 月 7 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 中間発表 

11 9 月 28 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 講演：青木麗子 ㈱DLC 日中ビジネスコンサルティング 代表 

12 10 月 12 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 

講演 1：トム・イェイツ PSM 駐福岡オーストラリア総領事 
講演 2：李 湧権 九州産業大学 准教授 

13 10 月 26 日（土） 
JR 博多シティ大会議室 講演：末吉興一 （公財）国際東アジア研究センター 理事長 

14 11 月 9 日（土） 
電気ビル みらいホール 

政策提言発表「人口減少下の新たな成長のかたち」 
シンポジウム「社会の課題解決と大学教育・研究の融合」 
基調講演：板東久美子 文部科学省文部科学審議官 

パネルディスカッション 
 板東久美子、松尾新吾（九経連名誉会長）、 
佐藤元彦（愛知大学学長・理事長）、有川節夫（九州大学総長）

修了証書授与・修了式 
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（４）アジア半導体機構（ASTSA）の事務局 
  アジア半導体機構（ASTSA）は、アジアを中心とした海外と九州の半導体関連産業

を繋ぐ仲介役として、設立された任意団体である。毎年、半導体実装国際ワークショッ

プ（MAP：Microelectronic Assembling and Packaging）を開催している。 
また、平成 25 年度は MAP 2013 の開催とともに、ASTSA のネットワークを活用し

て、九州半導体・エレクトロニクスイノベーション協議会（SIIQ、福岡市）とホーチミ

ン半導体協会（HSIA：Ho Chi Min Semiconductor Industry Association）との MOU
締結を支援した。 

 
開催実績・関係行事（計6件） 

種別 日程・場所 内 容 

① 事務局会合 6 月 14 日（金） 
福岡市 幹事会 

② ビジネスミッショ

ン・海外調査 
5 月 30 日（木） 
～6 月 2 日（日） 

ホーチミン 

九州－ベトナムの地域間交流 
（ASTSA 主催） 

10 月 9 日（火） 
～10 月 13 日（日） 

ホーチミン 

九州－ベトナムの地域間交流 
（SIIQ 主催、ASTSA 共催） 

11 月 26 日（火） 
～11 月 30 日（土） 

マレーシア 

九州－マレーシアの地域間交流 
（SIIQ 主催、ASTSA 共催） 

③ 視察団受入 10 月 22 日（火） 
～10 月 23 日（水） 

福岡市 
ベトナム半導体視察団 

④ 半導体実装国際 
ワークショップ 

11 月 7 日（木） 
タカクラホテル福岡 MAP2013（参加者数：112 名） 

 
（５）九州ソーラーネットワーク（SONEQ）の事務局 

「九州ソーラーネットワーク（SONEQ）」（会長：高塚汎 太陽光発電技術研究組合 

専務理事）は、九州の太陽光発電関連の産官学が一体となって、九州における太陽電池

の市場拡大や産業の裾野拡大、地場企業の振興、人材育成などをサポートする産学官民

ネットワーク組織である。当会は、九州経済産業局の依頼を受けて準備段階から関わり、

平成 23 年度の発足とともにその事務局を務めている。 
SONEQ は会員制の組織であり、平成 26 年３月末における正会員は 144 会員（うち

企業等の有料会員 99）、メルマガ会員（無料）は 641 会員に達している。 
SONEQ では正会員企業をサポートして着実な成果を上げている。大分デバイステク

ノロジー㈱(大分市)の「太陽光発電システム用パワーコンディショナーの遠隔検査シス

テムの事業化」が平成 25 年度経済産業省・中小企業新事業創出３事業（新連携事業）に

認定され、平成 26 年には同社が中心となって（一社）太陽光発電アフターメンテナンス

協会（AMS 協会）が設立された。また、㈱システム・ジェイディー（福岡市）は太陽電
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池アレイテスター「SOKODES（ソコデス）」を開発し、平成 25 年度新エネ大賞「資源

エネルギー庁長官賞」など数多くの賞を受賞している。さらに、合同会社さつま自然エ

ネルギー（いちき串木野市）が平成 25 年度新エネ大賞「経済産業大臣賞」を受賞した。 
 
主な開催実績・関係行事 

日程 内 容 
4 月 3 日(水) 
～4 日(木) ドイツ「AquaSoli」社と SONEQ 正会員企業２社とのミーティング 

6 月 7 日(火) 
 シンガポール政府国際企業庁（東京事務所）とのビジネスマッチング 

6 月 24 日(月) 平成 25 年度 SONEQ 役員会、研究会テーマ選定審査会、総会、記念セミナー 

7 月 12 日(金) 「福島実証モデル事業の事業者検討会」（福島県いわき市）への参加 

8 月 21 日(水) 経済産業省地域振興グループの SONEQ 視察受け入れ 

8 月 23 日(金) 第１回 SONEQ 会員向け講演会 

8 月 29 日(木) 第１回 SONEQ 遠隔監視・保守サービス研究会 

9 月 10 日(火) 第１回 SONEQ 電動自転車ポート開発及び普及検討研究会 

10 月 1 日(火) 電動自転車ポート開発及び普及検討研究会・外部ヒアリング 

10 月 4 日(金) 平成 25 年度 SONEQ アイデアコンテスト 
10 月 16 日(水) 
～18 日(金) 

「再生可能エネルギー先端技術展 2013」ブース出展・商談会開催 
（商談件数 41 件、うち成約見込 7 件、継続・検討 25 件） 

10 月 17 日(木) 平成 25 年度 PV 九州 2013 セミナー 
10 月 24 日(木) 
～25 日(金) コミュニティファンド活用型再生可能エネ導入勉強会 in 唐津 

11 月 7 日(木) 
～8 日(金) コミュニティファンド活用型再生可能エネ導入勉強会 in 八代 

11 月 12 日(火) 
～13 日(水) 電動自転車ポート開発及び普及検討研究会・外部ヒアリング 

11 月 25 日(月) SONEQ 先進地視察ツアー（北九州東田地区） 

11 月 27 日(水) 平成 25 年度九州・沖縄産業技術オープンデー（佐賀県鳥栖市）出展 

12 月 12 日(木) 第２回 SONEQ 電動自転車ポート開発及び普及検討研究会 

1 月 9 日(木) SONEQ 遠隔監視・保守サービス研究会実証実験＠福岡県内高校 

1 月 30 日(木) 第２回 SONEQ 遠隔監視・保守サービス研究会 

2 月 6 日(木) 第２回 SONEQ 役員会、会員向け講演会・フォローアップセミナー 

2 月 12 日(水) 太陽光発電セミナー・相談会 in 鹿児島 

2 月 19 日(水) 第３回 SONEQ 電動自転車ポート開発及び普及検討研究会 
2 月 26 日(水) 
～28 日(金) 第５回 太陽光発電システム施工展（東京ビッグサイト）出展 

3 月 6 日(木) 第３回 SONEQ 遠隔監視・保守サービス研究会 

3 月 7 日(金) SONEQ 講演会「土木の観点からみた太陽光メガソーラーの実態と諸問題」 
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（６）九州エコライフポイントの事務局 
  九州地域戦略会議における「低炭素社会を目指す九州モデル」の具体的な取組のひと

つとして、平成 24 年 8 月に九州 7 県及び各県地球温暖化防止活動推進センター、九州

経済連合会等の経済団体、九州電力株式会社、九州旅客鉄道株式会社等の企業など 25
団体で構成される「九州版炭素マイレージ制度推進協議会（事務局：大分県）」が発足

した。平成 25 年 10 月から「九州版炭素マイレージ制度事業（愛称：九州エコライフポ

イント事業）」を実施しており、当会がポイントの運営管理事務局となっている。 
平成 25 年度は、①電気使用量削減、②環境保全活動への参加、③省エネ製品の購入

にポイントを付与する事業を行った。発行したポイント券は、イオン九州の全店舗、ロ

ーソンの九州内全店舗をはじめ、コンビニエンスストア、スーパー、道の駅で利用可能

である。なお、これらの事業による温室効果ガス削減効果等は、現在算定中である。 
 

開催実績・関係行事 
種別 日程・場所 内 容 

① 電気使用量削減 12 月～2 月 12 月～2 月の電気使用量について、対前年同月比の削減量

に応じてポイントを付与。九州７県で約 6,000 世帯が参加。

② 環境保全活動へ

の参加 
10 月～2 月 

植林や間伐、清掃活動などの環境保全活動への参加者にポ

イントを付与。約 30 活動をポイント付与の対象として認

定。 

③ 省エネ製品購入 10 月～2 月 TOTO ネオレストなど協議会が認定した省エネ製品（10 製

品）の購入者に対してポイントを付与。 

イベント 
開催支援 

1 月 31 日（金）

電気ビル 
みらいホール 

「九州エコライフポイント」推進フォーラム 
講演：「日本「再創造」－豊かなエコライフが拓くプラチナ

社会－」小宮山宏 ㈱三菱総合研究所理事長 

 
（７）イスラム圏ビジネスネットワーク in 九州（IBnet）の事務局 
  「イスラム圏ビジネスネットワーク in 九州（IBnet）」は、近年のイスラム圏ビジネ

スへの関心の高まりを受け、イスラム市場をアウトバウンド、インバウンドの双方から

捉え、九州経済を活性化することを目的に、当会の松嶋研究主査がイスラムビジネスコ

ンサルタント・フセイン牛島氏とともに、平成 25 年 10 月に設立した任意の会員組織で

ある。 
IBnet では、関連セミナー等の開催のほか、12 月からはメールマガジン「IBnet ニ

ュースレター」の配信を開始している。 
 
開催実績・関係行事 

種別 日程・場所 内 容 

設立記念セミナー 10 月 18 日（金） 
BIZCOLI 

「イスラム市場への期待～九州経済の活性化にむけて～」

掘 明則 ホープウィルグループ（香港） 代表 
メルマガ 12 月～3 月 IBnet ニュースレター（平成 25 年度は計 5 回配信） 
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（８）専門図書館九州地区協議会の事務局                     

専門図書館九州地区協議会は加盟機関の相互交流と発展向上を目的に、先進的な図書

館の見学や、セミナーを実施した。福岡アメリカンセンター、（公財）福岡アジア都市

研究所、各県の議会図書室等が加盟している。 
平成 25 年度末に専門図書館協議会の中央に事務局が一本化された。この一本化によ

って、九州地区協議会の事務はすべて中央で行うこととなったが、今まで実施してき

た事業の企画・運営業務を九州地区連絡会として実施することとなった。 
 

①九州地区関係 
会員の異動 入会 0 退会 0 （会員数 17機関） 
受入図書資料数 166点 （＊平成26年3月31日現在） 

 
開催実績（計 3 件） 

日 程 会合等 場所 講師 参加者

数 
6 月 6 日

（木） 理事会・総会 福岡市 ― 11 名

8 月 1 日

（木） 見学会 武雄市図書館 樋渡啓祐 武雄市長 30 名

11 月 22 日

（金） 
全国図書館大会

分科会 
電気ビル「共創館」カン

ファレンス 

・田中榮博 くまもと森都心プラ

ザ図書館館長 
・八尋和郎 BIZCOLI 館長 
・幅允孝 ＢＡＣＨ 代表 
・小林麻美 アカデミーヒルズ六

本木ライブラリー 

100名

 

②全国関係 
参加実績（計2件） 

日 程 会合名 場所 テーマ 

6 月 12 日（水） 総会 東京都 事務局機能一元化に向けて 

2 月 19 日（水） 理事会及び

臨時総会 東京都 事務局機能一元化に向けて 
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５．社会貢献活動等 
社会貢献活動としては、行政機関・経済団体や大学等への委員や大学への非常勤講師

の派遣、テレビ・ラジオへの出演、新聞・雑誌への掲載、国内会議や国際会議への参加

を行っている。さらに学生インターンシップを受け入れた。 
 

区 分 内 容 

委員会等委員派遣 国（九州経済産業局、九州農政局、九州地方整備局、九州管区行政評価局）、

自治体（福岡県、長崎県、福岡市、北九州市、久留米市、糸島市、築上町、佐

世保市、日田市）、民間（（一社）九州経済連合会、福岡商工会議所、九州観

光推進機構、（公財）福岡アジア都市研究所）など延べ 74 回 
大学非常勤講師派遣 福岡大学、九州産業大学、中村学園大学、近畿大学、流通科学大学の計 5 大学

に延べ 8 人を通年または半期派遣。そのほかスポットでの講師派遣も行った 

テレビ・ラジオ出演 ＮＨＫ、ＫＢＣ，ＲＫＢ，ＴＮＣ、ＦＢＳなど計 39 回出演 

新聞（電子版を含む） 
・雑誌掲載 

西日本新聞、日経新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、日刊工業新聞、九州

各県紙などに計 360 回掲載 

国内会議等への参加 日韓海峡圏研究機関協議会研究機関連絡会議総会、地方シンクタンク協議会九

州・沖縄ブロック総会、福岡中小企業経営者協会屋久島会議、九州イノベーシ

ョン創出戦略会議、福岡県リサイクル製品認定会議、福岡県男女共同参画セン

ターあすばる「ふくおか女性いきいき塾」課題研究成果報告会、橋本参議院自

由民主党政策審議会長との経済懇談会など 
外部の雑誌への寄稿 ㈱ＮＣＢリサーチ＆コンサルティング「飛翔」、㈱長崎経済研究所「ながさき

経済」、(一社)日本経済研究所「日経研月報」、(独法)労働政策研究・研修機

構「ビジネス・レーバー・トレンド」、日本都市計画学会「都市計画」、専門

図書館協議会「専門図書館」など延べ 21 回 
国際会議等への参加 ○（公財）福岡観光コンベンションビューロー「グローバル MICE 戦略アドバ

イザー（ゲイニング・エッジ社）との意見交換会」（岡本主任研究員、島田

研究主査）。 
○福岡・釜山フォーラム第 8 回会合「激動する東アジア情勢の中で、今、福岡・

釜山が果たすべき役割は何か」（森本理事長、田中主任研究員）。 
○日韓海峡圏研究機関協議会総会（森本理事長、大谷主任研究員）、 
○韓国産業団地公団釜山支社「九州の製造業と自動車産業」（加峯次長講演）

インターンシップ受入 BIZCOLI：8 月 26 日（月）～9 月 7 日（土）、九州大学修士 1 名 
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６．組織運営の基盤強化 
 
（１）会員基盤の強化 
①賛助会員 

平成 25 年度の入会は 70 件、退会は 18 件となったため、期首 496 会員から 52 会員純

増して 3 月末は 548 会員となった。今後も、BIZCOLI や当会の研究成果を有効に活用し

て、会員拡大に努めたい。会費実勢額は、平成 26 年 3 月末で 1 億 2,106 万円である。 
 
 合計 維持会員 普通会員 個人会員 町村会員 

平成 25 年度期首 496 73 401 21 1
 入会 70 2 67 1 0
 退会 18 0 16 2 0
 増減 52 2 51 -1 0
会員種別変更 0 -1 1 0 0
3 月末 548 74 453 20 1
・会員数 548 会員    ・会費実勢額 1 億 2,106 万円 

 

②BIZCOLI 会員 
BIZCOLI 会員（個人）は、BIZCOLI オープンに伴い平成 24 年度より新たに募集を開

始した。平成 25 年度は 63 会員でスタートし、入会 62 件、復会 3 件、退会 56 件となり、

前年度より 9 会員純増し、平成 26 年 3 月末の会員数は 72 会員となった。会費実勢額（月

会費×12 ヵ月）は、平成 26 年 3 月末で 567.6 万円である。 
 

平成 26 年 3 月末 入会 復会 退会 
72 会員 

（平成 25 年度期首 63 会員） 62 件 3 件 56 件

＊期末の会員数には休会からの復会者を含む 
 
BIZCOLI 会員（72 会員）の内訳 
 種別  会員数 種別 会員数 
フルタイム 4 フルタイム+土曜日 4 
デイタイム 12 デイタイム+土曜日 1 
ナイトタイム 42 ナイトタイム+土曜日 9 

 
（２）公益財団法人としての運営組織の確立 
平成 25 年 4 月 1 日 公益財団法人へ移行後、新理事会、新評議員会を実施した。11 月

には、幹事会を開催、公益財団法人としての組織力を向上した。また 5 名の幹事には企画

委員を依頼し、自主研究のテーマ設定について意見をうかがった。国の出先機関の局長を

中心に組織する参与会は、平成 26 年 1 月 31 日に開催した。 
会計についても新公益会計基準に基づく会計処理に対応している。  
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 資料  
 
外部主催の講演会等への講師派遣 
 
①九州経済白書をテーマとした外部講演（計 24 件） 

日 程 依頼先 講 師 参加者数 
4 月 12 日（金） （公社）日本証券アナリスト協会 加峯次長 10 人

4 月 16 日（火） （一社）福岡銀行協会 加峯次長 21 人

4 月 19 日（金） 福岡県弁護士会 加峯次長 35 人

4 月 23 日（火） 九州電力㈱ 東京支社 加峯次長 45 人

5 月 8 日（水） 福岡商工会議所 田代部長 80 人

5 月 15 日（水） （公益）九州生産性本部 加峯次長 16 人

5 月 25 日（土） （公財）九州経済調査協会、㈱西日本新聞社、qBiz 田代部長 70 人

5 月 28 日（火） 博多ロータリークラブ 加峯次長 70 人

5 月 29 日（水） 福岡商工会議所 田代部長 80 人

6 月 11 日（火） （公財）日本関税協会門司支部 加峯次長 240 人

6 月 13 日（木） ㈱オービック 加峯次長 25 人

6 月 26 日（水） 鹿児島県議会海外経済交流促進等特別委員会 加峯次長 40 人

7 月 13 日（土） 日本港湾物流学会九州部会 加峯次長 14 人

7 月 16 日（火） ㈱ジェムコ日本経営 田代部長 30 人

8 月 6 日（火） 旭化成アミダス㈱福岡支店 田代部長 30 人

8 月 26 日（月） 北九州商工会議所 田代部長 50 人

9 月 14 日（土） 日本経営診断学会九州部会 加峯次長 14 人

9 月 27 日（金） （一社）日本電機工業会 加峯次長 46 人

10 月 12 日（土） 東アジア学会 加峯次長 30 人

10 月 16 日（水） （公社）北九州貿易協会 加峯次長 24 人

11 月 17 日（日） 九州大学ビジネススクール 田代部長 25 人

11 月 27 日（水） ㈱福岡銀行 加峯次長 30 人

11 月 29 日（金） 総合メディカル㈱ 田代部長 11 人

 2 月 28 日（金） ㈱オービック 岡野次長 50 人

 
②その他の外部講演（当会研究員が講師を務めた外部主催の講演会）（計 74 件） 

日 程 依頼先 テーマ 講 師 
4 月 18 日 

(木) UOS 九州支部会 九州経済と今後の見通し 片山次長 

4 月 24 日 
(水) 三菱電機㈱九州支社 2013 年度九州の景気の現状と見通し 松嶋研究主査 

5 月 10 日 
(金) 福岡県調査統計課 国際リニアコライダーの経済波及効果 上田研究員 

5 月 14 日 
(火) 西日本鉄道高齢化委員会 超高齢化をどのようにとらえるか 南研究主査 

5 月 16 日 
(木) 

(一社)日本鉄リサイクル工

業会 
九州・アジアの経済動向と九州企業のアジ

ア戦略 松嶋研究主査 

5 月 21 日 
(火) 福岡商工会議所 福岡・九州の将来を見通す 岡本主任研究員 

南研究主査 
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5 月 24 日 
(金) くまもと県民カレッジ 起業セミナー講演 松嶋研究主査 

5 月 29 日 
(水) 福岡県調査統計課 円安と九州経済 岡野次長 

6 月 6 日 
(木) 中京大学 日本の境界地域における多文化共生推進

に向けて 加峯次長 

6 月 12 日 
(水) 九州大学法学部 九州経済の概要 案浦次長 

6 月 12 日 
(水) ㈱西鉄エージェンシー 九州経済の状況について 松嶋研究主査 

6 月 15 日 
(土) (一社)Medelical Studio ジェネラリスト九州～10 年後、20 年後の

九州 南研究主査 

6 月 21 日 
(金) 日本秘書クラブ九州支部 九州一体となった観光振興に向けて 島田研究主査 

6 月 21 日 
(金) (一社)九州経済連合会 円安と九州経済 岡野次長 

7 月 8 日 
(月) 九州メタルワンクラブ 九州のいま、これから 加峯次長 

7 月 11 日 
(木) 丸紅建材㈱九州支店 アベノミクスと九州経済 岡野次長 

7 月 12 日 
(金) 専門図書館協議会 会員制ライブラリー「BIZCOLI」の挑戦 岡本主任研究員 

7 月 12 日 
(金) ㈱西日本新聞広告社 九州におけるアベノミクス下の産業・消費

動向 小栁研究員 

7 月 17 日 
(水) 熊本県 九州を取り巻くグローバル化の潮流と八

代港・熊本港 岡野次長 

7 月 17 日 
(水) 

㈱日立製作所九州地区日立

グループ会事務局 
足下の景気動向とアベノミクス以後の九

州経済の展望 南研究主査 

7 月 19 日 
(金) 

九州工業大学社会ロボット

具現化センター 
北九州市内企業のロボット活用状況とロ

ボット関連システムｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀの役割 小栁研究員 

7 月 24 日 
(水) 

(公財)北九州産業学術推進

機構 アベノミクスの地域経済への影響 岡野次長 

8 月 27 日 
(火) 

日本港湾協会九州地区支部

連合会 
港を活用した地域振興について～観光の

促進 上田研究員 

8 月 27 日 
(火) 近畿大学産業理工学部 再生可能エネルギーに関する最近の動向 徳田主任研究員 

8 月 31 日 
(土) 中村学園大学 観光を九州経済の基幹産業に 島田研究主査 

9 月 10 日 
(火) 

九州グローバル産業人材協

議会 九州の中小企業に求められる海外人材像 蒲池研究員 

9 月 11 日 
(水) 

㈱三井住友銀行福岡法人営

業部 九州の地熱発電の現状と未来 田代部長 

9 月 18 日 
(水) (一社)九州経済連合会 企業アンケートにみる女性活用の実態 片山次長 

9 月 19 日 
(木) 

JX 日鉱日石エネルギー㈱

九州支店 九州の経済動向と今後の見通し 岡野次長 

10 月 3 日 
(木) 明治安田生命 アベノミクスと九州経済 岡野次長 

10 月 11 日 
（金) 宮崎県 東九州自動車道の開通による地域への影

響 大谷主任研究員 

10 月 13 日 
(日) 

北海道大学スラブ研究セン

ター 

境界地域研究ネットワーク JAPAN
（JIBSN）五島セミナー「国境離島の地

域振興」 
島田研究主査 

10 月 23 日

(水) ㈱西日本新聞社 ふくおかで学ぼう 2013 シンポジウム（パ

ネリスト） 蒲池研究員 
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10 月 27 日

(日) ㈱西日本新聞社 「福岡で育むこれからの人材」パネルディ

スカッション（パネリスト） 蒲池研究員 

10 月 30 日

(水) 図書館総合展実行委員会 人が集う場所の作りかた 岡本主任研究員 

11 月 6 日 
(水) 筑紫女学園大学 キャリアガイダンス～九州経済セミナー

（11/6、13、20、27） 田代部長 

11 月 8 日 
(金) ㈱オービック アベノミクスと九州経済 岡野次長 

11 月 14 日

(木) 北九州市 ミャンマーセミナーin 北九州市 大谷主任研究員 

11 月 21 日

(木) 
九州ビルヂング協会・福岡

ビルヂング協会 
九州経済・産業の動向～図説九州経済

2014 から 岡野次長 

11 月 26 日

(火) （公社）日本青年会議所 「九州のチカラ」創造フォーラム（パネリ

スト） 加峯次長 

11 月 30 日

(土) 九州電力労働組合 九州の地域における課題 片山次長 

12 月 11 日

(水) ナイス㈱ 九州の経済動向からみる住宅産業の中長

期展望 能本研究主査 

12 月 12 日

(木) 二木会 アベノミクスと九州経済 岡野次長 

12 月 17 日

(火) 佐賀県 産業連関表でわかる経済波及効果 松嶋研究主査 

12 月 20 日

(金) ㈱新出光 アベノミクスと九州経済 岡野次長 

1 月 22 日 
(水) ㈱西日本新聞広告社 2014 年度九州経済の見通し 小栁研究員 

1 月 24 日 
(金) 専門図書館関西地区協議会

会員制ライブラリー「BIZCOLI」の挑戦

～アイディアを生み出す図書館の棚づく

り～ 
岡本主任研究員 

1 月 24 日 
(金) 旭化成アミダス㈱福岡支店 2014 年 九州経済と景気について 田代部長 

1 月 27 日 
(月) 熊本県 商工観光労働部職員研修 

南研究主査 

1 月 28 日 
(火) 九州派遣業協会 平成 26 年度九州経済と景気について 岡野次長 

2 月 5 日 
(水) 宮崎県 東九州自動車道開通による産業への影響 大谷主任研究員 

2 月 6 日 
(木) 

九州地方総合物流施策推進

会議 九州経済の見直し 岡野次長 

2 月 7 日 
(金) 

北九州ヒューマンメディア

財団 農業経営の新しい潮流 岡野次長 

2 月 10 日 
(月) 宮崎県 「東九州の新時代」創造シンポジウム（パ

ネリスト） 森本理事長 

2 月 13 日 
(木) 

北海道大学スラブ研究セン

ター ボーダースタディーズ：成果と展望 島田研究主査 

2 月 15 日 
(土) 北海道大学 境界研究の拠点形成 島田研究主査 

2 月 15 日 
(土) 

久留米市生きがい健康づく

り財団 アベノミクス・消費税増税と九州経済 小栁研究員 

2 月 18 日 
(火) （一社）福岡銀行協会 2014 年度 九州経済の見通しについて 岡野次長 

2 月 20 日 
(木) 全九州リネンサプライ協会 九州の景気と観光動向 南研究主査 

2 月 20 日 
(木) 福岡空港航空貨物協議会 九州経済の見直し 岡野次長 
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2 月 24 日 
(月) ㈱図書館流通センター 図書館から発信する、図書館から仕掛けて

いく 岡本主任研究員 

2 月 25 日 
(火) 福岡国際大学 社会人教養集中講座 蒲池研究員 

小栁研究員 
2 月 26 日 

(水) ㈱大林組九州支店 九州支店営業部勉強会 能本研究主査 

2 月 28 日 
(金) 

日本観光ホスピタリティ研

究学会 九州・福岡観光 今年のねらい 島田研究主査 

3 月 1 日 
(土) 宮崎大学  九州の太陽光発電ビジネスの展開と展望 藤井主任研究員 

3 月 5 日 
(水) （一財）運輸政策研究機構 九州のインバウンド観光発展に向けて 森本理事長 

3 月 7 日 
(金) 

日弁連、九弁連、福岡県弁

護士会 
九州と東アジア各国との事業展開の現状

と課題 加峯次長 

3 月 10 日 
(月) 九州経済産業局 九州における農業分野の新しい動き～

ITC による農業経営～ 中川研究主査 

3 月 12 日 
(水) 九州経済国際化推進機構 九州と韓国の地域間交流事業の取組の現

状 加峯次長 

3 月 13 日 
(木) 天神クラブ アベノミクスの九州経済への効果と今後

の見通しについて 岡野次長 

3 月 14 日 
(金) ㈱福岡リアルティ 福岡、九州の強み（数値から見る強み） 片山次長 

3 月 18 日 
(火) ㈱西日本シティ銀行 新輪会 岡野次長 

3 月 19 日 
(水) 国立国会図書館 関西館  調査研究部門に隣接する図書館は、その価

値をいかに高められるか 岡本主任研究員 

3 月 24 日 
(月) ㈱西日本新聞社 九州経済の見通し～アベノミクスと増税

が与える影響～ 田代部長 

 
 
 


